















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1980年 1985年 1990年 1993年1993／1980年
外　　　食 105，463127，441153，644163，3861，549
耐　久　財 27，513 32，968 38，500 34，472 1，253
ラジオ・テレビなど 19，710 25，521 29，922 26，583 1，349
カメラ・VTRカメラ 2，075 2，337 4，774 2，919 1，406
ピアノ・楽器 5，729 5，110 3，804 4，970 O，868
教養・娯楽 131，169155，499190，085218，1291，663
書籍など 42，639 44，251 50，565 56，578 1，327
視聴・観覧 12，724 17，084 23，943 30，361 2，386
月　　謝 35，191 42，879 49，185 54，317 1，543
その他の教育娯楽用品 40，615 51，285 66，392 76，936 1，894
スポーツ 16，498 24，717 31，230 38，574 2，338
スポーッ用品 9，884 14，416 17，339 19，319 1，955
スポーッ用具 3，561 4，558 5，301 6，681 1，876
スポーッ観覧 3，053 5，743 8，530 12，574 4，119
旅　　　行 71，350 96，021 113，141147，8222，071
宿泊料・パック旅行 45，070 61，261 84，235 95，338 2，115
交通　費 25，604 34，005 47，757 51，306 2，003
旅行かばん 676 755 1，049 1，178 1，743
そ　の他 275，434323，107363，411370，3151，344
こづかい 252，022292，145330，825334，7641，328
諸会費・つき合い費 23，412 30，962 32，586 35，551 1，518
余暇関連支出合計（A） 627，427759，753910，011972，7591，550
消費支出（B） 2，766，8123，277，3733，734，0874，022，9551，454
A／B（％） 22．7％ 23．2％ 24．4％ 24．2％
総理府「観光白書」総務庁「家計調査年報」より作成
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表2
自由時問関連支出で13年間（1980－1993）に1．5倍以上伸びたアイテム
スポーツ　　　　　　　　2．338旅　　行　　　　　　　2．338
スポーッ用品　　　　　1．955 宿泊料・パック旅行　　2．115
スポーツ用具　　　　　1．876 交通費　　　　　　　　2．071
スポーツ観覧　　　　4．119 旅行かばん　　　　　　　1。745
教養・娯楽　　　　　　　1．663外　　食　　　　　　　1．549
視聴・観覧　　　　　　2．386その他
その他の教育娯楽用品　1．849 諸会費・つき合い費　　1．518
表1より作成
表3
自由時間関連耐久消費財の純化
耐久消費財 1980／1990年1980／1993年
ラジオ・テレビ
カメラ・V　T　Rカメラ
1，518
2，272
1，349
1，407
表1より作成
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